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王　問題の所在

本研究は,大学人試問題を中心とする論述式テスト

問題の分析を通して,社会認識教育の学習評価におけ

る論述式問題の具体的な作成方法とその利用方法を明

らかにすることを目的とする継続研究である。

評価は,その妥当性,信頼性が高いことが求められ

る。論述式問題は採点者の主観のはいる余地が大きい

ことが問題視され,その作成・利用方法を客観化する

努力はあまりなされてはこなかった。論述式問題は,

なぜ採点者の主観のはいる余地が大きいのか,なぜ知

識間の関係認識の成否を判定するのに有効なのか。論

述式問題を構成する様々な要素は,問題作成者ならび

に解答者双方にとってどのような役割を果たすのか。

本研究では,これらの問いを探求することによって,
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論述式問題の長所を明らかにすると同時にその具体的

な作成方法を解明する。

継続研究の一環である「社会認識教育における学習

評価システムの開発研究(I)」において,論述式問

題に対する解答の多様さの実態とその理由を考察し,

それに基づいて,限定条件のない論述式問題の解答を

類型化することによって,論述式問題開発の課題を明

らかにした。(1)本稿では,出題者が資料を提示する

ことによって,解答内容に一定の制約を加えている問

題を分析し,論述式問題作成における資料の役割を考

察する。

Ⅱ　解答に必要な既有の知識の構造化を促す役割

の資料

<問題>

次の文章は, 1425年に,琉球の中山王から遁羅国(タイ)に送られた国書の一部であり,当時の東アジア・

東南アジアにおける貿易のありさまが述べられている。なお,日付を示すた捌こは,中国の明王朝の年号が用

いられている。これを読んで下記の間に答えなさい。

永楽17年,使者の阿乃佳(アラカー)などが派遣されました。彼らは船三隻に乗り,礼物を持参して,遁羅

国に赴いて献上し,任務を終えたのち帰国して, 「現地の官吏は,礼物が不足していると称して,磁器を強制

的に買い上げ,また,蘇木を自由に買いつけることを許可せず,いずれも彼らの方から売りつけてきます。そ

の結果,航海の経費も不足して,補填しなければならないことになりました。」と申しております。 ・一一-永

楽18年から今日に至るまで,謝礼の礼物を増加しました。使者の任期巴那(カキハナ)と通訳の梁復らは船に

乗り,海を渡ること数万余里,風波を乗り越え,非常な危険を冒しております。到着後は,礼物を相互に進呈

しますが,他方で,現地の官吏が磁器を無理矢理に買い上げますので,自由な交易ができません。このため航

海の所用経費の欠乏という事態に立ち至り,大きな損害を被り,命令に従って両国の間を往来することが困難

となり,そこで,対応処置をとるように要請してきました。訴えが再三にわたりましたので,永楽22年には船

の派遣を停止しました。

顧みますに,洪武から永楽にかけ,曾祖父,祖父,そして父王から私に至る歴代の中山王は,年々しばしば

使者を派遣して礼物を持参し,貴国を訪問してきました。思うに,今まで多年にわたっております。貴国は親

愛の情をもって周囲の国々を一家のように思いやり,しばしば珍しい贈り物を下賜されております。また遠国

Kenji Tanahashi, Norio Ikeno, Tsuyoshi Unoki, Kazuhiko Ohe, Daijiroh Dohi, Saizoh Mori, Toshihiro Yamana, Fumio

Wada, Masahide Katoh, Yukiko Hamaoka : A Study on Developing the Evaluation System in Social Studies Education
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の人々をこよなく愛され,いつも自由に貿易をおさせになり,現地の官吏による強制買い上げなどなさったこ

とはありませんでした。御恩に浴することがなみなみならぬものであったことを衷心より想起しております。

ここにお知らせした件につきましては,貴国が従前通り遠国の人々の航海の苦労を憐れみ,磁器の強制買い

上げを免じられ,蘇木・こしょうなどの物資を購入して帰国することをお許しになることが,理にかなってい

ると考えます。そうすれば,永遠に交流を行い,遠国の人々は喜び,異民族は従順に従いましょう。

今回奉納いたします礼物の数量を,以下に書き記します。以上,ご通知いたします。

記

金糸を織り込んだ椴子(どんす)

無地の継子(どんす)

硫黄　3000斤　　　　　実重量

腰刀

扇子

青磁の大皿

青磁の小皿

青磁の椀

4

20

5匹

20匹

00斤

5本

30本

20枚

Oo紋

00個

以上

蓮羅国　御中

洪輿元年　　月　　日

注1蘇木はマメ科の小潅木で,木心部に含まれる色素は赤系統の染料として使われる。蘇芳(すおう)0

注2　椴子は絹織物の一種である。

問3　この文書中に措かれているタイに対する琉球の貿易は,中国に対する周辺諸国の朝貢貿易の形式に準じ

て行われている。この文書の内容を参考にして,周辺諸国と中国の間で行われた朝貢貿易とはどのような

ものであったか,簡潔に説明しなさい。

(2)

1.解答に関わる知識の構造　　　　　　　　　　　着したものになり記述的なものになる。左へ行くほど,

この問題の解答に関わる知識を構造化したものが図　　より抽象的で多くの事象が包含される一般的なものに

1である。この構造図は,横方向は知識の質の相違を　　なり,説明的なものになる。

表現し,右へ行くほど,より具体的で個々の事象に密

d 1.膚ご後者アジア_全コ好に影響を.超ぽL.とo

d-.碧>'中心とこ　　<*・"":t　　亡iL.`暫-が~5?

_正Lfz。

bl.中国と周辺諸国との
間で行われた朝貢貿易は,
中国の物資や文化を求め
て訪れる周辺諸国に対し
て,中国の君主が恩恵を
施すというもので,周辺
諸国が礼物を献上し,そ
れに対して中国の君主が
珍品を下賜し,物産購入
を許可するというもの。

cl.中国の文化は優れ
ていたので,周辺諸国
は朝貢し,中国の文化
を取り入れた。
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ジヤヤ72どの東南アジア諸国は,唐に教育
Lfzc



al.外国の
朝廷に対し
て貢ぎ物を
献上し,そ
の見返りに
下賜を受け
る朝貢貿易
は,上位の
国が下位の
周辺諸国に
施す恩恵的
な貿易であ
る。

C2.中国には中華思想
があり,自国を中華と
して上位国におき,周
辺民族を夷秋として下
位国においてさげすん
m

c 3.明は対外積極政策
を採り,周辺諸国との
朝貢貿易を盛んに行っ
た,I

b2.琉球と遁羅国との交
易は,遅羅国が上位の
国として,琉球が下位
の国として行われる,
遁羅国による恩恵的な
貿易形式であった。

C4.琉球は遁羅国に対
して下位の立場で交易
した(,

C5.遥羅国は周辺諸国
に対して上位の立場を
占めた。

C6.蓮羅国は交易に訪
れた周辺諸国に恩恵的
な扱いをしたので,周
辺諸国は蓮羅国に従順
であった。

dlO.中国ば昌てからBらを中華と謬っf-Z。

a ll.串1?/,一・∵ご　　こ/t^r青汁土S ;+~-j-ど.・
思%mm^E&

d 12.野は.対外膚微罪を#'っ/t。

d13.野はベFtナムを支'EEL,モンコツL/に5

ノ野遠征` Lノさo

到MBSEmfMffl匂a^^M閉院問ォ22匪i a

る大が虜を虐タメ還好をLfz。

d i5. mば斎藤諸ノ野との.材脚易を盛ん

にLfzc

。ゴ1(i.∴＼L.lL -i_∴.ご#?..- -y最　fこ

d17.魔球では, 3つの王朝が野に朝貢をL
fzc

d l8.魔球を潜- L /i中u/f厨が野に顔貢L,

守のtILぎ・溌''I≠二-*-

d19.琉球は自由な交易ができるように,
国書をもって蓮羅国に陳情している。

d20.中山王(琉球の王)は,代々道産国
に礼物を献上してきた。

d21.琉球は永楽18年から蓮羅国に対する
礼物を増やした。

d 22.琉球は蓮羅国から蘇木や胡根を購入
して帰Egしていた。

d 23.琉球は蓬羅園の官吏の横暴のた馴こ,
近年は使者の派遣を止めていた。

d 24.遅属国は周辺諸国を思いやってきた.

d 25.蓮羅国は周辺諸国に珍品を下賜して
きた。

d26.遣羅国は周辺諸国に自由な貿易を許
していた。

d27.蓮羅国は貿易に訪れた周辺諸国に対
する官吏の横暴を許さなかった。

d28.遣羅国に琉球の使者が到着すると,
相互に礼物を進呈した。

d 29.琉球は鍛子などを蓮羅国に奉納した。

d30.選羅国が官吏の横暴を阻止し,周辺
諸国の自由な物資購入を許していたとき
には,周辺諸国は遅羅Blに従順に従って
いた。

※太字で示した知識は,提示された資料から抽出できる知識,イタリックで示した知識は,解答者の既有の知識

図1 「中国および遣羅国を中心とする朝貢貿易に関する知識の構造」(3)

図の中で,イタリックで示した部分,すなわちdl　　なわちd19からd30までの部分が資料として提示さ

からd18までの部分が解答者が既に有していること　　れた知識である。資料として示された文書は,琉球か

を前提としている知識である。太字で示した部分,す　　ら過羅国に贈られた国書である。解答者は,この文書
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の内容から得られる知識を用いて問いに答えることが

求められる。その問いは,資料で提示された琉球と蓮

羅国との交易関係そのものについてではなく,中国と

周辺諸国との間で行われた朝貢貿易についてである。

つまり,この問題においては,解答として求められて

いる知識が含まれる知識群とは異なる知識群が資料と

して提示されていることになり,この資料は,解答に

必要な知識を単に補完するという役割ではないものに

なっている。では,このような資料を提示することの

意味は何であるか。そこで,まず,解答者の解答過程

を明らかにしよう。

2.解答の過程

問題文は, 「この文書の内容を参考にして」と指示

しているとともに, 「この文書中に描かれているタイ

に対する琉球の貿易は,中国に対する周辺諸国の朝貢

貿易の形式に準じて行われている」と述べ, 「タイに

対する琉球の貿易」 「中国に対する周辺諸国の朝貢貿

易」には共通するものがあることを示唆している。そ

して,その共通するものを明らかにして,それを用い

て,中国に対する周辺諸国の朝貢貿易を説明すること

を求めている。図1でいえば, 「タイに対する琉球の

貿易」に関わる知識は, b2に統括される知識群(b2,

c4-c6, dl9-d30)であり, 「中国に対する周辺諸

国の朝貢貿易」に関わる知識群はblに統括される知

識群(bl, cl-c3, dl-d.18)である。その両者に

共通するものはalとして命題化できる。

解答者は,まず提示された資料から3群の知識を抽

出する。抽出できる第1の知識群はdl9-d23で,

琉球が蓮羅国との交易においてどのような行動をして

いたかを具体的に述べている。それらの個別的で記述

的な知識から,それを説明する知識としてC4の知識

を立てることができる。 C4の知識は,資料には直接

述べられておらず,解答者が抽出した知識を解釈する

ことによって立てねばならないものである。同様に,

抽出できる第2の知識群は, d24-d27で,蓬羅国

とが周辺国との交易においてどのような行動をしてい

たかを具体的に述べている。それを説明する知識とし

てC5の知識を立てることができる。さらに同様に,

第3の知識群としてd28-d30を抽出し,それを説

明する知識としてC6を立てる。

さらに3群の知識を,各々解釈することによって得

られた3つの個別的で説明的な知識を解釈することに

ょって,琉球と蓬羅国との交易についての,より説明

力の大きい知識b2 「琉球と蓮羅国との交易は,蓮羅

国が上位の国として,琉球が下位の国として行われる,

蓮羅国による恩恵的な貿易形式であった」を獲得する。

これによって,提示された資料の読み取りが完成し,

構造図の下半分を形成している知識の体系が完成す

る。

しかし,この間題の特色は,提示された資料に含ま

れる知識を抽出し,それに解釈を加えて構造化すれば

解答になるというものではないところにある。問題文

は, 「タイに対する琉球の貿易は,中国に対する周辺

諸国の朝貢貿易の形式に準じて行われている」と述べ

ることにより,タイ・琉球間,中国・周辺諸国間の貿

易形式に共通のものがあることを示す。 b2の知識は

個々の事象の記述にとどまる質のものではないが,あ

くまで,タイと琉球の関係を説明することにとどまる

知識である。そこで,そこから朝貢貿易一般に通用す

る説明的知識を形成することが必要となる。構造図の

頂点に位置づくalの知識である。

出題者によって提示された資料からalの知識に到

達した解答者は,その一般的説明的知識を中国と周辺

諸国との交易に当てはめて説明することを求められ

る。求められている解答は,タイと琉球との関係を一

般化して説明した知識であるb2に対応する知識,す

なわち中国と周辺諸国との関係を一般化して説明した

知識blである。そのためには,中国と周辺諸国との

交易関係の具体的な事象を記述した知識が必要とな

り,既有の知識dl-d18を想起し,それに基づいて

cl-c3をたてて,体系化することが必要になる。

alの知識を形成した解答者は, alと想起したこれら

の知識を合わせることによって, blの知識を形成す

ることになる。

<解答例>

中国と周辺諸国との間で行われた朝貢貿易は,周辺諸国が礼物を献上し,それに対して中国の君主が珍品を

下賜し,物産購入を許可するというもので,中国の物資や文化を求めて訪れる周辺諸国に対して,中国の君主

が恩恵を施す交易形式であった。

3.資料の役割　　　　　　　　　　　　　より高次の一般的説明的知識の枠組みの中に位置づけ

解答者は,中国と周辺諸国との交易についての具体　て,中国と周辺諸国との交易についての個別的説明的

的な知識は既に持っている。この間題は,その知識を　知識を形成することができるか否かを判定するものに
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なっている。そのために,資料として,その説明的知

識の下位に位置付く他の個別的説明的知識に統括され

る個別的記述的知識を示し,そこから知識を構造化す

る枠組みを引き出させて,それを適用させるという形

になっている。これによって,出題者が求めている解

答がblに位置付く知識であることが,解答者に対し

て明示されることになり,多様な論述の中から限定さ

れることになる。資料は,解答に必要な知識を構造化

する役割を担っているのである。

Ⅲ　構造化されている既有の知識と異なる体系の

構築を促す役割の資料

<問遭>

一般に,日本の貿易は「加工貿易型」であるといわれてきたが,これを支持しない見方もある。次の第3表

は,これについて考えるために,日本の輸出額・輸入額の商品部類別構成(%)を示したものである。仮に,

「もはや加工貿易型ではない」,または「加工貿易型の特徴が弱まってきている」と主張するとすれば,その

根拠は何か。表から読みとれる事実に基づいて, 3行以内で述べよ。

第3表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(%)
輸 出 輸 入

19 6 0 19 9 4 19 6 0 1 9 94

食 料 品 6 .6 0 .4 12 .2 1 6 .9

原 材 料 3 .8 0 .6 4 9 .2 10 .8

鉱 物 性燃 料 0 . 4 0 .6 16 .5 1 7 .5

機 械 類 . 輸 送 機 器 2 3 . 0 7 1 . 9 .0 19 . 1

他 の 工 業製 品 5 . 2 2 4 .4 13 .0 33 . 1

出所は第2表と同じである。

(4)

1.解答に関わる知識の構造　　　　　　　　　　　　　記述的なものになり,左右両端に向かうほど,より抽

この問題の解答に関わる知識を構造化したものが図　　象的で多くの事象が包含される一般的なものになり,

2である。この構造図は,図1と同様に,横方向は知　　説明的なものになる。後述の通り,この構造図では対

識の質の相違を表現している。ただし,中央に向かう　　極に位置づくふたつの説明的知識が成立している。

ほど,より具体的で個々の事象に密着したものになり

bl.日本は,戦後,

a 1.0本の
mmMm
四辺tmi
∫-轟rI ' T

fini L,腰'
題とLノ亡I

尊`長`こ主: ll-杏-T

j労すJB r勿'

眼wm
で透るo

原材料・燃料を輸
入し,加工製品を
輸出する貿易を行
ってきた。

cj.夢二.身脚#,5本桝Gの安い原
形・勝群を虜スL,imXL一品を戯ノ坊
LTいi.

c2.B本Ifl酷終発脚,ら粛肝を者スL/C。

c3.1抑牢付にぱいiと,淵野IfH本の
,'妄上菅好学をJ?-きすi;ご-T蝣・-*-、

L・4.[J"A"ち'#蝣弓俊吉,∫-冒字`∴六一:、Jj:

。-こT.JT車.1さき喜好弓、「J+-4--z.-.v.*-'野.(・*・-'--

c6.1970^1XM鷹5本の脚でIt,t豹野
草牙にJる合理倉とEyL頗投資zfせん/C。

c7.B本で塚.Gj敷革をどの脚や紺*
と。Lrl首.1二A享_ニ寄主、">'X*-'^"^;-'車~二三Jさ/.'÷:

c8.1960卒蝣fttzit,B本ば世界のBj軌車生産
の'396L^AめTいをZ;ユつfzfr',1980皐rtiz
lア28%をEfめるようlrをっ」。

c9.機械類・輸送機器の輸出額は, 1960年に
は輸出額の23.0%だったものが, 1994年には
71.8　になっている。
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c 10.1980季裾#半zf,ら牌う瞥行L 」。

e ll.卵ノ諸野との膚:易不聯好仁
.ぎ*?.*???が吉ニー.・, 。・

c12.アメ7)カIt,　軌乾　学者膵をど
め_二溝ふ'蝣'・"!奉、 Iiギー*:-;蝣v・・T3,''二∴

。, A¥ft弓1':率　　、 V". Li'本のn&'貫

首-草I.土,it-¥-i-'.-」::a ∴　ーテ貫　　首/一三'⊥ -i,

c !4.」貿易摩顔によっT, B#のガ邦彦
超投資zf聯L.亡o

c 15.好。尻野を臓草のMlとlrJク
重度夢の'fllfflfr退く要にをっ/ro

。・JtiJ」音ぎ　亨　　　　　　　　.ギ'一-?r

卓` ・音素修好をどの他県および71夢
∴lc-s上葺.ご青草　~- '7~,S:J?':ri ' "I--

c IZ企業の慮外超`F労によク, 5本の屠
業の'」},野tZ'罪家zPせき,虐二脚をど
ガ尊皇Lr^るo

cl&B本の粛夢殿Z)う誉められ　多(
・"蝣;¥-*去二;.え∴:・二1蝶、ミさ!-'ニ　　ーミ,`二:J一　二一

c 19.!訊夢によって,邦屈7選媚の癖潜が
wma喝ra

c 20.アジア'NIBS, ASEA∧崩御1らの雷

克・ffitj a　衣欝をどの虜ス#;崇増fL」。

c21.機械類・輸送機器と他の工業製品
を合わせた輸入額は, 1960年には輸入
額の22.0%だったものが, 1994年には
52.2%になっている。

b3.日本から欧米
-の機械類・輸送
機器の輸出は,質
易摩擦や円高のた
めに減少した。

b4.アジア諸国か
らの機械類の輸入
は,日本企業の海
外進出や円高のた
めに増大した。

a2.日本貿易
は,加工貿

易型の特徴
が弱まって
きており,ち

はや「加工貿
易型」ではな
く　なってい
る。

b2.日本は多くの

鉱物性燃料や原材
料を輸入してい
るn

c 22.アメリカぱ5本の.爵虐助鎗ス彪贋の
j艶好を求めfi。

c23. B本itm-.庶klの石潜を戯スL Tいる
こJP:V4:: ∴

c24. B本am危'200073 hンの石炭を戯ス

i Tいる(1992&)

c 25. B本ば蝣&1800..万JLンの顔戯Fを慶大

LTいる(1996卒) o

c26.日本の輸入執ま, 1960年には原材
料が最多であったが, 1994年には他の
工業製品になっている。

c27.他の工業製品の輸出額は, 1960年と
比べて1994年では著しく減少している。

c28. B本でば.夢2炎大鹿m,彫軌好
に石瀕1㌢学,顔M,電力をどのZXをox
ぎ∴　テ　蝣蝣'」.蝣'`jt'学祭蝣"t蝣-)雷・耳痔　-Hp-ij一

盛んにをっ/i-c

。一二v. iprOr '′　　　　三**/蝣;蝣、芋　　阜

'SffiMMMMM豹週mi園匪転勤隔閣
-二　　蝣-s-・; --.

c30..恕r=3&　停#,劇道をと蝣-a掛野に畳

要と磨る修好倍密会とをっf-Z。

。・ sl'->"! ,'ri:一着　卓fc.-:和宮三-' ->-
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b5.E本の産業は,
資源多消費型から
技術集約型産業へ
と転換した。



。9.機械類.輸送機器の輸出額は, 1960 」
年には輸出額の23.C　だったものが,
1994年には71.8　になっている。

c 32.アジア'MESぱr#1とが著Lいo

c 33.アジア'NIESば垂虐材とL Tの強好
感Fの戯人と,粛品とL Tの脚の雛
が多いo

c 34. B本からアジア'NIES, ASEA∧願
へのnppaの雛zf聯Lノきo

c35.B本やプ鯵のアジア脚で,避品や
半鼎品を廟:互に扮する_王者紺ゞ
一蝣-"蝣y->ナj *i _|" -ミ.ここ・・.、 ∵こ

b6.日本とアジア
諸国間での機械類

の輸出入が盛んに
なっている。

※太字で示した知識は,提示された資料から抽出できる知識,イタリックで示した知識は,解答者の既有の知識。

図2　「日本の貿易に関する知識の構造」(5)

図の中で,太字で示した部分,すなわちc9, c21,

c26, c27が資料として提示された知識である。資料

から読みとれる知識は他にもあるが,ここでは解答に

直接関係しないものは省略した。資料として示された

統計は, 1960年と1994年の日本の輸出額と輸入額の商

品分類別構成を示したものである。解答者は,この統

計資料から読みとれる知識を用いて問いに答えること

が求められる。その問いは,提示された統計資料に示

されたデータそのものについてではない。問題文にお

いて,まず,一般的な日本の貿易形態の見方と異なる

見方を仮説的に提示し,提示された統計のデータから

そのような見方の根拠となる説明をすることを求めて

いる。つまり,この間題においては,解答として求め

られている知識は,既に解答者の中で構造化されてい

る知識の体系とは異なった体系であり,そのような異

なった体系を構築しうる知識群が抽出しうる資料とし

て提示されていることになる。この資料の場合も,解

答に必要な知識を単に補完するという役割ではないも

のになっている。では,このような資料を提示するこ

との意味は何であるか。そこで,まず,解答者の解答

過程を明らかにしよう。

2.解答の過程
問題文は,まず「一般に,日本の貿易は「加工貿易

型」といわれてきた」と述べ,加工貿易型としてとら

えた日本の貿易形態に関する体系的な知識が存在する

ことを示唆する。このとらえ方は,解答者が既に学習

しており,解答者の既有の知識として,出題者側から

何らかの資料等を提示せずとも想起されるべきもので

ある。それは,図2のalに統括される知識群で,al,

bl-b2, cl-c9, c23-c25で構成される。解答

者は,まず,このような知識の体系を構築するするこ

とによって,問題文に示された「ひとつの見方」を確

認する。しかし,このような知識の体系を構築するだ

けでは,解答は得られないし,また提示された資料も

このような体系の中に位置づかないものとなってい

蝣'サ-> -一

続いて,問題文はこのような一般的な見方を支持し

ない見方として,日本の貿易は「もはや加工貿易型で

はない」 「加工貿易型の特徴が弱まってきている」と

いう知識a2を提示する。そして,このa2の知識に

統括される知識の体系を構築することを求める。それ

はa2, b3-b6, clO-c21, c26-c35で構成され

る。問題文で「表から読みとれる事実に基づいて」と

指示することによって,統計資料はこの知識群の中に

位置づく知識を形成するものとなっていることが示さ

れる。

提示された統計資料からはたくさんの事実を抽出す

ることが可能であるが,構築することが求められてい

る知識群の最上位に位置づくa2が, 「もはや加工貿

易型ではない」 「特徴が弱まってきている」となって

いることから,解答者が読みとるべき事実が限定され

ている。統計資料の年代が新しい1994年の数値と,

1960年から1994年にかけての変化とに注目することが

求められ,そこに「加工貿易型」として説明するal

側の説明と矛盾するものを見出すことが求められる。

商品分類別の個々の輸出額・輸入額の占める割合の

変化に着目すると, ① 「原材料の輸入は著しく減少し

ている」, ② 「機械類・輸送機器の輸出は著しく増加

している」, ③ 「機械類・輸送機器の輸入は増加して

いる」, ④ 「他の工業製品の輸出は著しく減少してい

る」, ⑤ 「他の工業製品の輸入は著しく増加している」
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という知識を抽出することができる。それら個々の変

化を踏まえて,輸出額・輸入額全体の構成の変化に着

目すると, ⑥ 「日本の輸出は,他の工業製品中心から

機械類・輸送機器中心へと変わっている」という知識

ならびに⑦ 「日本の輸入は原材料中心から他の工業製

品中心へと変わっている」という知識が抽出できる。

これらの知識が, alに統括される既存の知識体系に

位置づく知識であるか否か,すなわち加工貿易の特徴

と矛盾していないか否かを判断する。その結果,統計

資料から読みとれるこれら7つの知識は,加工貿易の

特徴としては説明できないことがわかる。 ②はそれ単

独では加工貿易の特徴と必ずしも矛盾しないが,他の

知識と合わせると,加工貿易ではないという説明に矛

盾なく使えることもわかる。

解答者は,統計資料から抽出したこれらの個別的で

記述的な知識を,問題文によって提示された枠組み,

すなわちa2の視点から解釈し,これらの事象を説明

できる説明的な知識を構成する。それらをまとめたも

のが解答となる。

< 解 答例 >

近 年 , ア ジア諸国の工業発展 , 日本 企業 のアジア進出, 円高 による外国製工業製品の価格低下などにより,

工業 製品の輸入比率が原材料のそれを大 きく上 回っているため0 また , 金属 製品や鉄鋼の ような素材加工の資

源多消費型から, 自動 車や電子機器のような技術集約型の輸出に重点が移る とともに, 機械 類などの工業製品

の輸入 も盛んになっているため0

3.資料の役割

解答者は,日本の貿易形態についての具体的な知識

を既にかなり持っている。しかし,それらは「加工貿

易」という高次の一般的説明的知識の枠組みの中に位

置づけて,構造化されている。本問題における資料は,

その反証事例を具体的に挙げている。資料が反証事例

であると判断できるためには, 「加工貿易」で統括で

きる個々の知識を想起し,加工貿易の実態とその構造

を説明できることが必要となる。解答者は,構造図の

左半分を想起し,それとは矛盾する事実を資料から見

出すことによって,右半分の構造図を構築していく。

近年の日本の貿易形態についての個別的説明的知識を

形成することができるか否かを判定するものになって

いる。そのために,資料として,その個別的説明的知

識に統括される個別的記述的知識を示し, 「加工貿易

ではない」という高次の一般的説明的知識を適用させ

るという形になっている。これによって,出題者が求

めている解答がb3-b6に位置付く知識であること

が,解答者に対して明示されることになり,多様な論

述の中から限定されることになる。資料は,既有の知

識体系と異なる解答に必要な知識体系の構築を可能に

する事実を提供する役割を担っているのである。

なお,この問題においては,解答を限定する役割は

提示された統計資料だけで行われているのではない。

問題文においてa2の知識が示されることによって,

出題者が求めている構築すべき知識の体系が明確に

なっている。問題文でこのような限定をかけなければ,

統計資料から抽出できる知識は, alの側に属するも

のもあり,必ずしも出題者が意図した知識の体系に,

解答を限定できるわけではなくなる。

Ⅳ　限定条件としての資料の価値

論述式問題に対する解答は,多様なものが可能にな

る。その特性を利用して,解答者の社会的事象に対す

る関心の所在や,認識の質を判断することを目的とす

る問題もある。他方,一定の学習成果の成否およびそ

の程度を判定することを目的とする場合は,出題者の

求めているものが解答者に明確に伝わることが,妥当

性,信頼性向上に不可欠となる。解答の多様性を制約

するための限定条件には,さまざまなものがある。本

稿で取り上げた「資料」は限定条件を提示するひとつ

の手段として利用価値は大きい。

通常,資料自体からは個別的で記述的な知識が抽出

される。抽出された記述的な知識は,解答者の既習内

容にはない詳細なデータや事実を解答の中に盛り込む

ことを求める問題にあっては,解答に必要な知識を単

に補完するだけの時もある。つまり求められている知

識群の中の欠落部分やそれを拡張するような知識を提

供する役割である。他方,既習内容を構造化すること

を求める問題や,既習内容とは異なった解釈を求める

問題にあっては,解答に必要な知識を単に補完するだ

けではなくなる。本稿で分析したように,求められて

いる知識群と異なる知識群や,解答者の既習内容と異

なる知識群に位置づく知識群を提供する役割である。

資料自体から抽出される知識は,記述的な知識が中

心である。したがって,資料から引き出される知識を

解釈し,説明的な知識を構築することが必要になる。

その説明的な知識が解答を限定することになる。出題

者は,解答として求める知識体系を統括する説明的な

知識に適合し,その知識体系を構成する知識が抽出で
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きる資料を提示することになる。

出題者が求める解答の知識体系の上位部分を命題と

して,より直接的に解答者に提示できる「問題文」や

「リード文」に比べて, 「資料」は解答の限定の度合

いは低くなるという面もあるが,他方,解答でその根

拠・証拠や事例への言及を求める場合には,解答者が

使用するべき記述的知識を限定できるので,解答の限

定の度合いは高くなるという面もある。
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